
緑の募金

　　　4月7日（日）春恒例の「緑の募金」を浜松街中で行いました。「緑の募金」は、大切な森林や緑を、
　　ボランティアの協力等で守り育てる取組に役立てています。
　　当日は、￥34,270　の募金を集めることができました。　ご協力ありがとうございました。

トリア、オランダ、カナダ、韓国、サウジアラビア、スイス、スウェーデン、中国、フィリピン、ロシア・・・等

大会会場

会場のきらら浜は、多目的ドーム
や水泳プールを有する「きらら博
記念公園」、野鳥観察等のできる
「きらら浜自然観察公園」、整備
を進めている「防災公園（仮
称）」、駐車場、多目的グラン
ド、民間活用エリア、利用調整
エリア等の２５０ｈａをジャンボ
リー会場として利用します。

プログラムを活動に参加することにより新たな発見や感動を体感し、スカウト同士の友情の絆を結び、国際感覚を

高揚させ、世界平和を始めとする地球規模の課題について考える機会を提供する等、青少年の自立的成長を促す

ことを目的に、我が国のスカウト運動最大の教育イベントとして4年を周期に開催しています。

海外の参加予定国：アメリカ合衆国、イギリス、イタリア、インドネシア、エクアドル、オーストラリア、オース

テーマ 和 ～ WA: a Spirit of Unity ～

　１６ＮＪは、平成２７年（２０１５年）に山口県きらら浜で
開催される２３ＷＳＪのプレ大会であることから、
２３ＷＳＪと同一テーマとします。
　２３ＷＳＪは、伝統（tradition）と技術（technology）が
交差する日本で、人類の平和（peace）と調和（harmony）
をめざし、すべての青少年が一つににまとまり（unity）、
明日の世界を切り開く（creating a better world）大会とするため、漢字の「和」を大会テーマとします。
日本語で漢字の「和」は、まとまり（unity）、調和（harmony/ a spirit of unity）、協調（harmony）、
仲むつまじさ（friendship）、平和（peace）、合計（the sum）、そして「日本」を意味する文化的概念を意味しま
す。

大会参加者：日本国内からは、約12,500人、外国参加者は約1,500人、合計約14,000人の参加が予定されています。
（2013年4月末現在）

開催の趣旨
日本ジャンボリー（NJ)は、国内と海外からの参加スカウトが、「ちかいとおきて」と

「スカウト教育法」の実践を通じた質の高い活動を展開し、併せてジャンボリーならではの

～～～～ 　第１６回日本ジャンボリー（16NJ)　　～～～～

第３０回アジア太平洋地域スカウトジャンボリー(30APRSJ)

世界スカウト機構アジア太平洋地域により、第３０回アジア太平洋地域スカウトジャンボリーとして開催す
ることが承認されたことから、両大会の名称を併記し、第２３回世界スカウトジャンボリー（２３WSJ)のプ
レジャンボリーとして開催されます。

会期・日程 平成２５年（２０１３年）７月３１日（水）～８月８日（木）　９日間

会場 山口県山口市阿知須・きらら浜
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